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部門 新築 建物種別 建築物（非住宅）

建物名称 （仮称）渋谷二丁目２１地区開発計画 所在地 東京都渋谷区

用途 延床面積 143,950 ㎡

設計者 施工者 東急・大成建設共同企業体

事業期間 平成21年度～平成 29年度

概評

参考図

　ボイドやエスカレーターシャフトを利用した通風、地下鉄コンコースの自然換気・自然採光、夜間の外気
取り入れ等、大規模プロジェクトに外気と昼光を積極的に活用する事例として先導性は高く、今後の都市
開発への波及が期待できる。
　建築物の熱負荷削減、高効率エネルギーシステムの導入、適切なエネルギーマネジメント等の提案も現
実的でバランスのとれた内容であり評価できる。

自然エネルギーを活用した環境にやさしい
渋谷新文化街区プロジェクト

渋谷新文化街区プロジェクト推進協議会
（代表：東京急行電鉄株式会社）

事業
概要

提案
概要

ターミナル駅周辺の高層複合施設の新築プロジェクト。ボイドやシャフトを活用し換気経路を確保する
ことで、通風によるナイトパージや隣接する地下駅の自然換気を行うほか、エネルギーマネジメントや
駅隣接空間に設置したモニタによる省CO2の情報発信などを行う。

（株）日建設計・（株）東急設計コンサルタント共同企業体

事務所／物販店／飲食店／集会所／駅施設

人感センサーによる

消灯制御

地下鉄コンコースの自然換
気・自然採光・放射冷暖房

蓄熱槽による負荷平準化

屋上緑化

BEMSを活用した運用後

の適切なエネルギー

マネジメント

屋上緑化

デッキ上緑

高効率空調機器

高効率照明
(Hf、人感センサー制御)
局所排気・高効率厨房

換気システム

ボイド、エスカレータシャ
トを利用したナイトパージ

事務所

文化施設

商業施設
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